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主  論  文 
 
Intraoperative diagnosis of lymph node metastasis in non-small cell lung cancer by semi-dry 
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を有し、簡便な方法の開発が望まれてきた。その一つとして Cytokeratin 19 の mRNA








【対象】2011 年 4 月から 2013 年 6 月に長崎大学腫瘍外科で手術を施行した非小細胞




















考   察 
 SDB 法は、これまで乳癌センチネルリンパ節の術中転移診断に対し高い診断率が報
告されていたが、今回、非小細胞肺癌のリンパ節転移診断においても同様に高い診断
率を得る事ができた。 
 肺癌以外の癌腫の手術においても、リンパ節転移の有無で術式やリンパ節廓清の範
囲が変更となるものがあり、その場合は術中迅速診断が必須である。今回の結果より、
肺癌以外の上皮性腫瘍におけるリンパ節転移診断への応用も可能と考えられ、熟練し
た病理医が不足している地域や施設での病理診断を代替できる可能性がある。 
 
（備考）※日本語に限る。2000字以内で記述。Ａ4版。 
 
